
スマートインターチェンジの工事は順調に進んでおり、
交通の利便性の高まりが期待されます

農商工を推進し、基盤産業の
底上げを目指します

建設工事が進むアンビー熊本 新設した市防災拠点センター

　
御
代
志
地
区
は
、
市
街
化
区
域

編
入
と
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早

期
着
工
に
よ
り
、
合
志
市
の
顔
と

し
て
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
早
期
完
成
を
目
指
し
熊

本
市
と
共
同
で
進
め
て
き
た
九
州

縦
貫
自
動
車
道
北
熊
本
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
来
年
の
３

月
に
は
完
成
予
定
。
大
分
と
熊
本

を
結
ぶ
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路

の
整
備
促
進
を
強
力
に
推
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
重
点
区
域
土
地
利
用
計

画
に
基
づ
き
、
辻
久
保
地
区
や
池

尻
地
区
の
都
市
環
境
整
備
な
ど
、

民
間
開
発
を
誘
導
し
、
階
層
型
の

多
極
集
中
の
都
市
構
造
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
よ
り
土
地
活

用
の
有
効
性
が
高
ま
る
ユ
ー
パ
レ

ス
弁
天
、
ク
ラ
ッ
シ
ー
ノ
・
マ
ル

シ
ェ
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
一

帯
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
、
防
災

拠
点
と
し
、
総
合
的
か
つ
発
展
的

に
見
直
す
グ
ラ
ウ
ン
ド
タ
ウ
ン
構

想
の
推
進
に
向
け
た
関
係
機
関
と

の
協
議
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

レ
タ
ー
バ
ス
の
運
行
方
法
、
東
西

線
を
含
め
た
市
内
各
拠
点
を
つ
な

ぐ
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
な
ど
、

市
民
の
移
動
を
確
保
し
、
持
続
可

能
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
公
共

交
通
の
在
り
方
を
再
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
県
道
大
津
植
木
線
バ
イ
パ
ス
は

国
道
か
ら
東
へ
１
工
区
の
整
備
が
本

年
度
中
に
完
成
し
ま
す
。
２
工
区

の
早
期
着
工
・
完
成
に
向
け
た
要

望
活
動
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

市
内
を
南
北
に
走
る
国
道
３
８
７

号
、
東
西
に
走
る
県
道
大
津
西
合

志
線
の
渋
滞
緩
和
と
４
車
線
化
整

備
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

産
業
の
健
康

　
産
業
の
基
盤
で
あ
る
農
業
で
は
、

T
P
P
、
農
政
改
革
と
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
を
予
測
す
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
合
志
市
に

対
す
る
企
業
・
農
業
法
人
か
ら
の

関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
農
家
の
皆
さ
ま
か
ら
は

将
来
に
対
す
る
不
安
の
声
も
聞
く

と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
考
え
方
の
基
本
に
あ
る
の

は
農
地
を
守
る
の
で
は
な
く
農
家

を
守
る
こ
と
で
す
。
農
家
を
守
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
の
ず
と
農

地
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な

農
村
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
豊
か
な
農
地
と
都
市

の
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
合
志
市

で
は
他
産
地
と
区
別
化
を
図
り
、

優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
時
期

に
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
く
ま
も
と
未
来
型
農
産

業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
農
地
の
有
効
利
用

と
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
産
業
の

創
出
に
よ
り
、
地
元
農
家
の
所
得

向
上
を
図
る
こ
と
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
一
方
、
熊
本
地
震
か
ら
の
業
績

低
下
か
ら
各
工
業
団
地
に
お
け
る

業
績
も
持
ち
直
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
地
域
循
環
型
の
中
小
企
業
の

育
成
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
来
年
春
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
完
成
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
は
、
さ
ら
に
市
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
上
が
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、

企
業
の
進
出
要
望
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
新
た
な
工
業
団
地
整
備
に

よ
る
企
業
誘
致
、
就
業
機
会
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
に
は
、

人
の
確
保
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

た
だ
箱
物
を
誘
致
す
る
考
え
方
で

は
通
用
し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
材
育
成
と
人
・
物
・
金
・
空
間

の
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に

　
元
気
な
合
志
市
を
つ
く
る
こ
と

が
目
標
で
あ
り
、
市
長
と
し
て
の

や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。
合
志

市
な
ら
で
き
る
、
合
志
市
だ
か
ら

で
き
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
ま
で「
健
康
都
市
こ
う
し
」を

掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
も
う
一
段
ア
ッ
プ
し
て「
健
康
幸

福
都
市
こ
う
し
」を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
施
策
が
円
滑
に
推

進
さ
れ
、
所
期
の
目
的
を
達
成
で

き
ま
す
よ
う
、
滅
私
奉
公
の
精
神

で
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
所
信
表
明
と
致
し
ま
す
。
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新
任
消
防
団
長
あ
い
さ
つ

　
本
年
度
か
ら
合
志
市
消
防
団
第

６
代
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
地
震
・
風
水
害
に
よ

る
大
規
模
な
災
害
が
毎
年
の
よ
う

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震

で
は
、
本
市
で
も
震
度
６
強
と
い

う
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
、
激
し
い
揺
れ
が
襲
い
ま

し
た
。
地
震
当
時
は
多
く
の
団
員

が
自
ら
も
被
災
す
る
中
、
地
域
住

民
の
避
難
誘
導
や
地
域
巡
回
な
ど
、

住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
、

連
日
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
震

災
か
ら
２
年
、
県
内
で
は
い
ま
だ

多
く
の
人
た
ち
が
仮
設
住
宅
、
み

な
し
仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
復
興
の
途
上
で

す
。

　
私
た
ち
消
防
団
は
地
域
に
密
着

し
た
組
織
で
あ
り
、
火
災
や
地
震
、

風
水
害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
、

身
体
や
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防

署
と
連
携
し
、
訓
練
を
積
み
重
ね

て
組
織
を
充
実
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
合
志
市
消
防
団

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

合
志
市
消
防
団
組
織
図

　
本
市
の
消
防
団
は
、
団
長
、
副
団
長
４
人
、
分
団
長
15
人
、
分
団
員

７
２
１
人
の
総
勢
７
４
１
人
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
15
の
分
団
が
市
内
の

各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
７
回
市
消
防
操
法
大
会

　
６
月
17
日
、
中
央
運
動
公
園
で

第
７
回
市
消
防
操
法
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
消
防
団
の
全
15
分

団
か
ら
20
チ
ー
ム
が
出
場
。
迅
速

で
正
確
な
機
械
操
作
や
規
律
と
、

火
に
見
立
て
た
火
点
の
的
を
倒
す

速
さ
を
競
い
ま
し
た
。
当
日
は
地

域
の
皆
さ
ん
や
家
族
か
ら
の
応
援

を
受
け
、
各
選
手
が
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

大
会
成
績

優

　勝
　�

本
部
機
動
班（
市
役
所

職
員
）

準
優
勝
　�

第
４
分
団
第
２
部（
上

庄
上
・
上
庄
下
）

第
３
位
　�

第
13
分
団
第
２
部（
須

屋
・
上
須
屋
・
堀
川
）

第
４
位
　�

第
２
分
団（
日
向
・
上

町
・
下
町
・
横
町
）

第
５
位
　�

第
11
分
団
第
２
部（
大

池
・
若
原
・
御
代
志
）

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

合
志
市
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す

左から池永副団長、白井副団長、志垣団長、
安田副団長、池田副団長、

志垣健二　団長

規律ある動作で優勝した本部機動班

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
防
災
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
５
５
５
　

第
１
分
団

44人
緒
方
　
　
力
出
分
、
上
古
閑
、
御
領
、

野
付

第
２
分
団

60人
吉
岡
　
優
一
日
向
、
上
町
、
下
町
、

横
町

第
３
分
団

26人
澤
田
　
哲
郎
二
子
、
油
古
閑

第
４
分
団

45人
合
志
　
一
馬
上
庄
上
、
上
庄
下

第
５
分
団

37人
福
嶋
　
通
洋
原
口
、
原
口
下

第
６
分
団

54人
上
野
　
義
博
平
島
、
鹿
水
、
中
林
、

後
川
辺

第
７
分
団

34人
村
上
　
貴
寛
生
坪
、
弘
生
、
江
良
、

高
木

第
８
分
団

34人
松
永
　
友
泰
辻
久
保
、
小
合
志
、
立
割

第
９
分
団

48人
松
田
　
竜
一
東
、
湯
ノ
端
、
外
園
、
中
尾
、

灰
塚

第
10
分
団

59人
幸
惠
　
知
浩
北
、
本
村
、
辻
、
城
、

上
生

第
11
分
団

62人
西
本
　
尚
弘
大
池
、
若
原
、
御
代
志

第
12
分
団

47人
清
島
　
敏
明
新
開
、
黒
石
団
地
、

黒
石
、木
原
野
、み
ず
き
台

第
13
分
団

58人
齊
藤
　
恭
輔
須
屋
、
上
須
屋
、
堀
川

第
14
分
団

54人
酒
井
　
大
輔
南
群
、
上
群
、
下
群

黒
石
原

本
部
機
動
班

59人
水
野
　
隆
文
市
職
員

池永　一心　　　白井　仁史
安田　秀一　　　池田　雅和

志垣　健二

団長

副団長

分団（人数、分団長・隊長名、地区）

条例定数　　 745 人
現員数　　　 741 人
うち女性団員　29 人
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